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１. 対話から始まる研究推進の取り組み
研究支援・産官学連携センターでは、大学の基盤研究の推進を

支援し、得られた研究成果をさまざまな形で社会還元することを
ミッションとする組織である。具体的には、研究者間の関係構築を
目的とした機会を提供し、生まれた関係を学内外のステークホル
ダーとマッチングし、新たなプロジェクトの組成へと繋げる為の
「場」を形成を目指している。昨年度は、学内研究者との交流会、
連携企業と本学の研究者との交流会など計３回実施した。本プロ
ジェクトのテーマである「kundara」とは、「時間を忘れて楽しいお
しゃべりが続いている」という阿波弁の「くんだら」から発想を得て
いる。友人との会話から、話が膨らんでアイデアが出てくるように、
研究者間の情報交換から、新たな関係性のみならず、研究のヒン
トや気づきが生まれてくることを期待している。

２. 実施後の連携とkundaraPOCの研究支援
終了後の参加教員に向けてアンケートを実施し、参加者全員か

ら「大変良かった」「良かった」との声があり、高い満足度を得てい
る。また、終了後１ヶ月後に、参加者の連携状況を調査したところ、
65%が他の参加者との連携につながったと回答している。また、本
学との包括連携を提携している企業と、本企画に参加した教員と
の共同研究に発展した。

さらに、本企画にて連携につながった教員の中からkundaraPOC
として研究費の支援を行い、４件の研究プロジェクトの伴走支援を
実施した。今年度も研究分野を超えた研究プロジェクトの支援を実
施する予定である。
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